
「
ク
リ
ー
ン
で
オ
ー
プ
ン
な
民
主
党
を
つ
く
り
、
カ
ネ
に
ま

つ
わ
る
古
い
政
治
か
ら
脱
却
し
た
い
。」（
菅
直
人
首
相
）

「
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
社
会
を
建
て
直
し
、
経
済
再
生

の
た
め
国
民
、
政
治
主
導
の
政
治
を
実
現
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。」（
小
沢
一
郎
前
幹
事
長
）

　

民
主
党
代
表
選
に
立
候
補
し
た
二
人
は
、
九
月
一
日
記
者

会
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
決
意
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
民
党
政
権
を
含
め
、
安
倍
、
福
田
、
麻
生

そ
し
て
鳩
山
政
権
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
も
続
か
な
か
っ
た
。

経
済
大
国
日
本
が
、
日
本
政
治
の
お
粗
末
さ
を
世
界
に
晒
し

て
き
た
。
今
回
、
民
主
党
政
権
が
ま
た
同
じ
轍
を
踏
む
の
か

世
界
が
注
目
し
て
い
る
。

　

更
に
そ
れ
以
上
に
、
我
が
国
経
済
の
停
滞
、
高
齢
化
に
伴

う
福
祉
政
策
の
遅
れ
に
、
国
民
は
深
刻
な
不
満
と
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
強
力
な
政
治
主
導

に
よ
る
、
国
民
生
活
の
安
定
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
代
表
選
で
は
、
東
京
、
大
阪
、
札
幌
で
、
両
候
補

者
が
立
会
演
説
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
民
主
党
国
会
議
員

四
百
十
一
名
、
全
国
二
千
三
百
人
の
地
方
議
員
、
三
百
小
選

挙
区
の
党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
投
票
で
合
計
ポ
イ
ン
ト

を
換
算
し
、
勝
敗
を
決
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

投
開
票
十
四
日
に
、
民
主
党
代
表
が
決
定
す
る
が
、
同
時

に
我
国
の
新
た
な
総
理
大
臣
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

今
、
我
国
の
経
済
は
非
常
に
厳
し
く
、
新
卒
者
を
は
じ
め
、

雇
用
不
安
は
深
刻
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
の
課
題
も
大
き
い
。

更
に
、
沖
縄
普
天
間
基
地
問
題
、
対
米
、
対
ア
ジ
ア
外
交
問

題
等
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

今
回
の
代
表
選
で
、
ど
ち
ら
が
選
出
さ
れ
よ
う
と
、
政
府

は
、
国
民
生
活
を
守
り
、
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
に
、
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
み
ど
り
の
風
」
が
、
盟
友
の
皆
さ
ん
の
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
新
代
表
が
決
定
し
、
新
内
閣
が
発
足
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

せ
せ
ら
ぎ
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清和文楽(山都町：写真提供　清和文楽の里協会)
江戸時代の終わり頃、清和を訪れた淡路の人形芝居の一座
から、村人が人形を買い求め操作を習ったのが、清和文楽
の起こりだと言われている。今では『清和文楽館』で毎月
第 2・第 4日曜日に、定期公演が行われている。

9月号
No.249 主な内容

・第 21回農政連通常総会を開催

・ＪＡれいほく女性部活動報告

・各連合会からのお知らせ

「演目：十朗兵衛とお弓」



　

熊
本
県
農
政
連
は
８
月
23
日
、
経

済
連
７
Ｆ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
21

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
政
連
委
員
、
県
内
各

総
支
部
の
代
議
員
等
関
係
者
１
２
０

名
余
の
出
席
の
も
と
、
安
武
副
委
員

長
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
主
催
者
の
園
田
委
員
長
は
、

「
先
の
参
議
選
で
民
主
党
が
大
敗
し
、

『
ね
じ
れ
国
会
』
と
な
る
中
で
、
来
年

度
予
算
の
編
成
作
業
は
難
航
必
至
で

あ
り
、
本
県
農
業
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。」
し
た
が
っ
て
、「
生
産
現

場
の
声
を
県
政
・
国
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
強
力
な
要
請
運
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
農
政
連

と
の
連
携
の
下
に
、
農
政
連
組
織
・

活
動
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」
ま

た
、「
次
世
代
に
豊
か
な
み
ど
り
・
環

境
を
残
す
た
め
に
県
内
の
環
境
保
全

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

兵
谷
芳
康
副
知
事
、小
杉
直
県
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、農
政
議
員
連
盟
会
長
の
前
川
収
氏

に
も
、ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
21
回
農
政
連
通
常
総
会
を
開
催

▲

挨
拶
す
る
園
田
委
員
長

　

そ
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
議
長

に
選
任
さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の

蓮
池
組
合
長
に
よ
り
議
事
が
進
行
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
は
、第
1
号
議
案「
平

成
21
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
書
承
認
に
つ
い
て
」、
第
2
号
議
案

「
平
成
22
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い
て
」、
第

3
号
議
案
「
平
成
22
年
度
会
費
の
額

並
び
に
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」、
第
4

号
議
案
「
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い

て
」
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
と
も
に

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
1
号
議
案
及
び
第
2
号

議
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
・
⑶

⑷
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

3
号
議
案
の
会
費
の
額
は
、
前
年

度
と
同
額
の
会
員
一
人
当
た
り
１
、

０
０
０
円（
う
ち
、

県
連
盟
会
費
は

４
５
０
円
）で
す
。

　

最
後
に
、
安
武

副
委
員
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
、
終
了

し
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
新

役
員
は
、特
産
部

会
代
表
の
廣
田 

和
博
氏
で
す
。

生
産
現
場
の
声
を
県
政
・
国
政
へ
！

小杉県議会議長 兵谷副知事

▲出席した代議員
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１．主な活動内容
（１）WTO 農業交渉・FTA 交渉対策

・WTO 農業交渉の日本提案の実現と FTA 阻止を求めて、集会への参加や要請活動等を実施した。
（２）食の安全・安心と農業への理解促進運動

・広く県民に農業への理解促進を図るため「みんなのよい食・地産地消」キャラバン活動等を実施した。
（３）「食料・農業・農村基本計画」への対応

・本県 JA グループの意志を結集し国内対策の充実等、必要な政策提言・予算要望活動を展開した。
（４）米穀・畜産・酪農・野菜・果樹・特産政策、価格対策  

・生産者代表の意見・要望を集約し、その実現に向けて、国・県等に対し要請活動を展開した。
（５）平成 22 年度農業予算及び農業政策関連に関する要請活動

・平成 22 年度の国並びに県の農業予算及び農業政策関連に関する要請活動を展開した。
（６）農村環境美化・資源環境保全運動

・「熊本みどり・食・環境基金」を設立すると共に、ゴミ投げ捨て防止の看板設置や水と緑を守るための植
樹活動を実施した。

（７）広報対策活動
・農政連情報誌「みどりの風」を毎月 11 万 4 千部発行し、会員並びに関係団体へ情報提供を行った。

（８）選挙対策活動
・第 45 回衆議院議員総選挙 (8 月 ) では、立候補者の中から 2 名の公認と 3 名の推薦を行った結果、公認

候補者 2 名・推薦候補者 ( 比例 )1 名の当選を果たした。

２．平成２１年度収支決算書（平成２１年４月１日より平成２２年３月３１日まで）

（１）収入  （単位：円）
（項目） （収入済額） （備考）

拠 出 金 40,511,700 県連盟会費 450 円のみ計上
事業・広報業務受託料 27,500,000 ３連の業務受託料、４連の機関紙発行に係る広報受託料
雑 収 入 16,033 預金利息
前 年 度 繰 越 金 11,724,114
合 計 79,751,847

（２）支出  （単位：円）
（項目） （支出済額） （備考）

組 織 整 備 費 4,066,755 県青協・女性協への助成金、生産者部会会議、農政連活動啓発等
農 政 活 動 費 4,985,611 基本農政確立、全国集会、農政学習会、農政リーダー研修会等
農 業 再 建 対 策 費 506,457 WTO 対策運動費
広 報 活 動 費 9,593,821「みどりの風」発行費、ホームページ運営費等
役 員 手 当 80,000 役員手当
給 料 手 当 24,877,684 職員給与
福 利 厚 生 費 4,401,648 社会保険料、労働保険料
旅 費 交 通 費 976,657 委員旅費、職員出張旅費、市内外交通費
事 務 費 1,000,926 電話代、発送料、印刷代、コピー代、事務用品代、新聞代等
会 議 費 1,094,075 総会費、委員会費、JA 事務局長会議費等
渉 外 費 525,260 慶弔見舞金、レタックス代等
施 設 費 1,567,240 パソコンリース代、事務所費、駐車場代、公用車維持費、ガソリン代等
支 払 負 担 金 1,000,000 全国農政協会費
雑 費 72,365 為替手数料等
み ど り 環 境 基 金 繰 入 5,000,000「熊本みどり・食・環境基金」会計への繰入
農 政 特 別 基 金 繰 入 5,000,000「農政特別対策基金」会計への繰入
予 備 費 0
合 計 64,748,499

（３）決算残余金
　　  収入済額 79,751,847 円－支出済額 64,748,499 円 =15,003,348 円を次年度に繰越

  平成２１年度の事業報告

（3）No.249　みどりの風　2010.9.15 



１．主な活動内容
（１）地域農政の確立と政策・価格対策運動の展開

①国・県・市町村の農業関連政策・予算対策

②農畜産物政策・価格対策

③「食料・農業・農村基本計画」の策定への対応

（２）課題別農政対策の強化

① WTO・EPA 等の交渉対策

②地域農政確立運動の強化

③畜産農家への支援体制の強化と県内畜産の振興

④食農教育の展開

（３）農政推進体制及び情報活動の強化

①全戸加入運動の展開

②青壮年部、女性部等の加入促進

③総支部・支部及び県連盟の活動の活性化と組織体制の強化

④国政、県政選挙への取組み

⑤「みどりの風」の編集・発行とホームページによる情報の提供

（４）「熊本みどり・食・環境基金」活動の積極的な展開

①「熊本みどり・食・環境基金」の充実・強化

②環境基金運営審議会の開催による多様な事業の展開

③農業・農村及び自然環境を守るための JA グループを挙げた運動への取組み

④「協同の森」の造成・整備 

２．平成２２年度収支予算書（平成２２年４月１日より平成２３年３月３１日まで）   

（１）収入           　（単位：千円）
（項目） （予算額） （備考）

拠 出 金 42,812 県連盟会費 450 円のみ計上
事 業 ・ 広 報

業 務 受 託 料
27,500 ３連の業務受託料、４連の機関紙発行に係る広報受託料

雑 収 入 16 預金利息
前 年 度 繰 越 金 15,003
合 計 85,331

（２）支出  （単位：千円）

（項目） （予算額） （備考）
組 織 整 備 費 7,130 県青協・女性協等への助成金、生産者部会会議、支部活動強化等
農 政 活 動 費 7,590 基本計画対策、品目別対策、食農教育、農政リーダー研修会等
農 業 再 建 対 策 費 3,220 WTO・EPA 対策運動、農業・農村を守る運動
広 報 活 動 費 11,791「みどりの風」発行費、ホームページ運営費等
役 員 手 当 160 役員手当
給 料 手 当 28,000 職員給与
福 利 厚 生 費 6,300 社会保険料、労働保険料
旅 費 交 通 費 2,020 委員旅費、職員出張旅費、市内外交通費
事 務 費 1,500 電話代、発送料、印刷代、コピー代、事務用品代、新聞代等
会 議 費 2,440 総会費、委員会費、JA 事務局長会議費等
渉 外 費 960 慶弔見舞金、レタックス代等
施 設 費 2,290 パソコンリース代、事務所費、駐車場代、公用車維持費、ガソリン代等
支 払 負 担 金 1,000 全国農政協会費
雑 費 400 為替手数料等
みどり環境基金繰入 5,000「熊本みどり・食・環境基金」会計への繰入
農 政 特 別 基 金 繰 入 5,000「農政特別対策基金」会計への繰入
予 備 費 530
合 計 85,331

平成２２年度の事業計画
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女性部活動報告
■ＪＡれいほく女性部 ■

　JAれいほく女性部は、坂瀬川、志岐、富岡、都呂々
の４支部からなり、小野三幸部長を中心に現在２１６
名の部員で活動しています。
　今後の活動として、目的グループやグループ活動の
立ち上げを考えています。最近は地区での自主活動が
増えてきており、これを機に部員の増加へつながれば
と思っています。以下、活動の一部を紹介します。

「食と農を守るふるさとの味交換会」…地元食材を使った料理を紹介…

「海岸清掃ボランティアを実施」

「絵手紙教室」

　２月下旬、農構センターにおいて、地元で採れた食材を使った料理を持ち寄って試食する、
「食と農を守るふるさとの味交換会」を開催しました。　
　地産地消の促進や郷土料理の良さを知ってもらおうと、情報交換を目的に毎年行っていま
す。会場のテーブルには約６５品がずらりと並び、参加者はお互いに調理法などを教え合い、
試食しなが
ら 話 が 弾
み、楽しみ
ました。

　私たち女性部は2月と6月の年２回、天然記念物の花が咲く頃に、部員と町内企業や行政・中
高校生の協力を得ながら、海岸清掃を行っています。
　2月には、富岡の曲崎海岸一帯の清掃を行いました。この日は、約１８０人の参加で午前８時
から開始。発砲スチロール、ビニール袋、ペットボトル、坑木や大木など他にも色んな物が漂流し
ていました。開始後1
時間３０分足らずの間
に、収集したゴミが山
のように集まり、みん
なで「きれいになった
ねー」と言いながら解
散しました。

　１月に都呂々支部において、絵手紙教室を開催（月１回）しました。
　皆さん初めての絵手紙で、最初は緊張し、思うようには書けませんでした。しかし、今では皆さ
ん大変上達していて、１１月に行われる町のイベントや女性部のイベントにも、作品を出品する
と張りきっていま
す。
　練習した作品は、
支所の窓口に常時展
示しています。

▲おしゃれサラダポテト ▲よもぎ饅頭

（5）No.249　みどりの風　2010.9.15 



　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
県
青
果
物
消
費
拡
大

協
議
会
、
社
団
法
人
県
野
菜
振
興
協
会
は
、
８

月
31
日
、「
野
菜
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
熊
日

び
ぷ
れ
す
広
場
で
夏
秋
野
菜
消
費
宣
伝
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

熊
本
県
産
の
ナ
ス
や
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
や
大
根
な
ど
11
品

目
の
旬
の
野
菜
を
集
め
、
即
売
。
ま
た
２
人

分
（
７
０
０
ｇ
）
の
野
菜
詰
合
せ
セ
ッ
ト
を

１
０
０
円
で
販
売
し
、
多
く
の
買
い
物
客
が
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
生
産
者
に
よ
る
冷
や
し
ト
マ
ト
や

き
ゅ
う
り
の
試
食
・
販
売
も
行
い
、
生
産
者
と

消
費
者
の
大
切
な
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
の
番

組
内
で
、
野
菜
セ
ッ
ト
を
10
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

県
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
を
図
り
、
産

地
参
加
の
対
面
販
売
に
よ
る
消
費
宣
伝
と
野
菜

１
日
３
５
０
ｇ
摂
取
運
動
が
ね
ら
い
。
会
場
に

訪
れ
た
買
い
物
客
か
ら
は
、「
県
産
野
菜
だ
か

ら
新
鮮
で
安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
」

と
大
好
評
で

し
た
。

　

同
協
議
会

は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
生
産
者

の
思
い
や
努

力
・
生
産
部
会
女
性
部
に
よ
る
野
菜
レ
シ
ピ
も

公
開
し
て
お
り
、
熊
本
県
の
野
菜
・
生
産
者
に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

香
港
の
高
級
ホ
テ
ル
「
カ
オ
ル
ー
ン　

シ
ャ

ン
グ
リ
ラ
」
内
の
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ャ

ン
パ
レ
ス
」
に
お
い
て
、
熊
本
県
産
「
く
ま
も

と
黒
毛
和
牛
」
を
、
８
月
１
日
か
ら
取
り
扱
い

を
開
始
し
ま
し
た
。
熊
本
県
農
畜
産
物
輸
出
促

進
協
議
会
が
香
港
で
行
っ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
、上
村
幸
男
同
協
議
会
会
長
（
経
済
連
会
長
）

を
は
じ
め
、
同
協
議
会
や
Ｊ
Ａ
か
ら
参
加
。

　

上
村
会
長
は
、「
最
高
級
の
レ
ス
ト
ラ
ン

『
シ
ャ
ン
パ
レ
ス
』」
に
て
、『
く
ま
も
と
黒
毛

和
牛
』
を
取
り
扱
っ
て
頂
く
こ
と
を
誇
り
に
思

う
と
共
に
、
今
後
も
最
上
級
の
『
く
ま
も
と
黒

毛
和
牛
』
を
香
港
に
お
届
け
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
県
産
牛
の
高
級
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン

へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
好
評
を
得
ま

し
た
。

　
「
シ
ャ
ン
パ
レ
ス
」
は
、「
く
ま
も
と
黒
毛
和

牛
」
を
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
以
外
に
、
今
後
、

２
カ
月
間
の
フ
ェ
ア
に
も
採
用
。
同
協
議
会
で

は
、
牛
肉
に
限
ら
ず
年
間
数
回
に
わ
た
り
、
県

産
農
畜
産
物
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
は
４
回
の
く
ま
も
と
黒
毛
和
牛
フ
ェ

ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
は
、「
く
ま

も
と
黒
毛
和
牛
」
の
ほ
か
、
熊
本
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
・
梨
・
デ
コ
ポ
ン
ゼ
リ
ー
等
の
試
食
も
行
い
、

本
県
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
８
月
18
日
・
19
日
の

２
日
間
、「
夏
だ
、
元
気
だ
、
集
ま
れ
ア
グ

リ
の
好
き
な
キ
ッ
ズ
た
ち
！
」〝
あ
ぐ
り
ん

ツ
ア
ー
～
夏
休
み
農
業
宿
泊
体
験
～
”
を
、

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
の
山
都
町
で
開
き
ま

し
た
。
一
般
応
募
で
選
ば
れ
た
県
内
の
小
学

生
・
保
護
者
等
48
人
が
参
加
。

　

こ
れ
は
、
農
業
体
験
を
通
し
て
農
産
物
や

農
業
施
設
等
を
学
習
し
、
農
業
・
農
村
の
実

態
や
課
題
に
つ
い
て
総
合
学
習
を
行
う
こ
と

が
目
的
で
、
宿
泊
体
験
は
２
回
目
で
す
。

　

初
日
は
、
ま
ず
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
清
和

支
所
の
佐
藤
章
担
当
理
事
が
「
山
都
町
の
清

和
地
区
農
業
、
特
に
安
全
・
安
心
な
高
冷
地

ト
マ
ト
な
ど
し
っ
か
り
学
ん
で
下
さ
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
収
穫
で
は
、
生
産
農
家
の
荒
木
孝

夫
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
高
冷
地
を
活
か

し
た
栽
培
方
法
や
収
穫
方
法
を
学
び
、
全
員

で
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は「
こ

ん
な
に
安
全
・
安
心
な
栽
培
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
と
て

も
う
れ
し
い
」

と
感
激
し
て
い

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
の
手

作
り
弁
当
。
こ

の
あ
と
ト
マ
ト
選
果
場
の
見
学
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験
、
地
産
地
消
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
、
花
火
大
会
の
後
、
清
和
高
原

天
文
台
で
星
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
地
元
の
農
業
者
に
よ
る
カ
ブ

ト
ム
シ
学
習
会
を
開
き
、
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
そ
の
あ
と
は
地
域
農
業
に
貢
献
し
て
い

る
、
通
潤
橋
の
歴
史
的
役
割
や
放
水
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策
本
部
は
８
月
17

日
、
熊
本
市
で
第
５
回
対
策
本
部
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
対
策
本
部
委
員
や
関
係
者

ら
30
名
が
出
席
し
、
熊
本
県
に
お
け
る
農
協

口
蹄
疫
対
策
本
部
の
解
散
と
、
今
後
の
要
請

活
動
の
継
続
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
に
、
宮
崎
県
の
全
域
で
制
限
区

域
が
解
除
。
併
せ
て
、
出
さ
れ
て
い
た
宮
崎

県
に
お
け
る
「
非
常
事
態
宣
言
」
も
解
除
さ

れ
た
こ
と
を
う
け
、
本
県
に
お
け
る
農
協
口

蹄
疫
対
策
本
部
を
解
散
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

宮
崎
県
に
お
け
る
ふ
ん
尿
等
の
処
理
が
完
了

し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。
生
産
農
家
や
畜
産
関
係
施
設

等
に
お
け
る
防
疫
対
策
の
指
導
・
徹
底
が
必

要
で
す
。

　

園
田
俊
宏
対
策
本
部
委
員
長
（
Ｊ
Ａ
熊
本

中
央
会
会
長
）
は
、「
今
後
も
引
き
続
き
、
国
・

県
等
に
対
し
、
防
疫
対
策
に
取
り
組
む
農
家

や
関
係
団
体
に
対
す
る
早
急
な
支
援
の
実

施
、
さ
ら
に
は
口
蹄
疫
が
終
息
し
た
後
の
経

営
安
定
対
策
な
ど
を
要
請
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
収
穫
な
ど
体
験

～
あ
ぐ
り
ん
ツ
ア
ー
夏
休
み
農
業
宿
泊
体
験
～

熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策
本
部
が
解
散

夏
秋
野
菜
消
費
宣
伝
会

熊
本
県
産
黒
毛
和
牛　

香
港
の
高
級

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
定
店
へ

▲収穫前、トマト栽培につ
いて真剣に学ぶ参加者

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…▲大勢の来場客でにぎわっ

た宣伝会
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Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
加
入
者
へ
の
「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
に
よ
る
安
心

の
提
供
と
あ
わ
せ
、
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
火

災
や
自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
に
居
住
で
き
な

～
も
し
も
の
と
き
８
か
月
間
無
料
で
使
え
る
～

Ｊ
Ａ
共
済
の
仮
設
住
宅

　みなさんは「みんなのよい食プロジェクト」
のウェブサイトをご存知ですか。アドレスは、
http://www.yoi-shoku.jp/です。
　今回は、「みんなのよい食プロジェクト」ウェブ
サイトの、主なコーナーをご紹介します。
■『よい食』サポーター会員登録
　会員登録をしていただいたサポーターの方は、
サイト内で毎月行っている「みんなの『よい食』
宣言」に投稿していただけるようになります。
　また、サポーターの方には、毎月 25 日に登録
していただいたアドレスに「旬の『よい食』ニュー
ス」が届きます。「みんなのよい食プロジェクト」
にかかわるイベントやテレビ放送の情報とあわせ、
料理研究家の本谷惠津子先生が、「みんなのよい食
子育てごはんエブリデイ」と題して、気持ちがふっ
と楽になるメッセージと、旬の食材を中心とした
レシピをお届けします。
■みんなの『よい食』宣言
　テーマごとに、『よい食』として皆さんが行って
いることを宣言し、投稿していただきます。「宣言」

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

コラム 食と農
を自分自身の『よい食』の行動のきっかけにして
いただきながら、他の人の「宣言」から気づきを
得ることも多いと思います。
　サポーターに登録いただいた方なら、だれでも
「宣言」を投稿いただけます！
　毎月25日前後から翌月の15日までが投稿期間。
それに対して「私もやってみる」という投票をい
ただく期間が、翌月の 25日からその翌々月の 15
日までです。
■知って得する『よい食』ドリル
　「知って得する『よい食』ドリル」のコーナーは、
５月に始まった新しいコーナーです。
　健康・元気、美容、礼儀・行儀など、食にまつ
わるさまざまなテーマの問題を解いていくことで、
楽しみながら『よい食』の知識を得ることができ
ます。
　現在は、「社会人によい食」と「宴によい食」の
ドリルが用意されています。
■『よい食』インフォマーシャル
　「『よい食』インフォマーシャル」のコーナーで
は、毎週土曜日午前 8：30～ 9：55に関西テレビ・
フジテレビ系列で放送されている、「にじいろジー
ン」のなかの『よい食』インフォマーシャルを放
送しています。

く
な
っ
た
場
合
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
「
仮
設
住
宅
」

を
８
か
月
間
無
料
で
貸
し
出
し
、
被
災
者
家

族
の
当
面
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
の
タ
イ
プ
は
、
４
坪
、
６
坪
、
８
坪

の
３
つ
。
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂
な

ど
生
活
に
必
要
な
も
の
は
あ
ら
か
じ
め
備

わ
っ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
生
命
・

建
物
共
済
等
に
ご
契
約
の
皆
さ
ま
な
ら
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
た
だ
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
限
り
ま
す
）。
詳

し
く
は
、
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

応急住宅のご利用について
〈ご利用できる方〉
　JA共済の生命総合共済
契約者、建物更生共済契約
者、火災共済契約者

〈ご利用条件〉
①利用者が所有し自己の居
住の用に供する住宅が、
火災等または自然災害に
より、居住できなくなっ
た場合（原則として損害
割合 50％以上）で、た
だちに修理・再建築を行
うこと。
②被災後、30日以内に利用
の申し込みを行うこと。

<応急住宅に含まれるもの >
　・畳
　・網戸
　・簡易トイレ
　・キッチン
　・風呂
　・天井パネル
　・照明、コンセント

★詳細はＪＡの窓口へお尋ねください。
◆応急住宅は提携している大和リースから提供します。
◆無料利用期間後も延長してご利用できます。（延長料は利用者負

担となります）
◆水道・電気工事費、水道光熱費等およびオプションなど標準仕

様以外の装備費等、建築確認申請に伴う各種調査費用等は利用
者負担になります。

▲ フラット
タイプ

ユニット
タイプ

▲
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全
長
は
20
㎝
前
後
で
、
頭
は
大
き
く
尾
が
長
い

の
が
特
徴
。
食
性
は
肉
食
性
で
あ
る
。
百
舌
と

い
う
和
名
は
、
様
々
な
鳥
の
鳴
き
声
を
真
似
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
か
ぎ
状
に
曲
が
っ
た

嘴
を
持
っ
て
お
り
、
樹
木
な
ど
の
高
所
か
ら
昆

虫
、
両
生
類
、
小
型
の
鳥
類
等
の
獲
物
を
見
つ

け
、
捕
ら
え
て
樹
上
に
運
ん
で
食
べ
る
。
時
に
、

捕
獲
し
た
獲
物
を
す
ぐ
食
べ
ず
に
、
木
の
枝
に

突
き
刺
し
た
り
枝
股
に
挟
ん
で
置
い
た
り
す
る

習
性
が
あ
る
。
こ
の
行
為
を
、
モ
ズ
の
「
は
や

に
え(

早
贄)

」
と
言
う
。

モ
ズ
鳴
く
や 

む
ら
雨
か
わ
く 

う
し
ろ
道 

（
一
茶)

●
盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話
題
、

写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ
Ａ
本
・

支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
モ
ズ(

百
舌
、
百
舌
鳥)

　

ス
ズ
メ
目
モ
ズ
科
の
鳥
、
大
阪
府
の
府
鳥
。

あ
と
が
き

10481050158

詳しくは、お近くの JA（農協）へ
お問い合わせください。
■ホームページアドレス
　http://www.ja-kyosai.or.jp

安
心
を
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
る

新
し
い
医
療
保
障
で
す
。

サンキューふれあいキャン
ペーン実施中！
http://www.3qja.jp

　

職
場
で
心
の
不
調
を
訴
え
る
人
は
年
々
増

え
て
お
り
、
心
の
健
康
づ
く
り
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
生
活
を
送
る

以
上
、
ス
ト
レ
ス
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
た
と

き
の
対
処
法
を
知
り
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
は
自
分
自
身
の
心
の
サ
イ
ン
に
気

付
い
て
い
ま
す
か
？

●
朝
の
目
覚
め
が
悪
い

●
さ
さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る

●
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い

●
最
近
、
酒
の
量
が
増
え
た

と
い
っ
た
、
症
状
や
状
況
が
続
い
て
つ
ら
い

と
感
じ
る
時
に
は
、
心
の
不
調
を
き
た
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

心
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
て
も
、
本
人
が

気
付
か
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
周
囲
の
人

の
気
付
き
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
心
の
不
調

は
、
人
間
関
係
の
悪
化
や
勤
務
態
度
に
あ
ら

わ
れ
ま
す
。
誰
か
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
い

た
ら
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

心
の
不
調
に
気
付
い
た
ら
、
ま
ず
誰
か
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
苦
し
い
と
き
、
つ
ら
い

と
き
は
家
族
や
友
人
に
話
し
て
み
る
だ
け
で

も
、
少
し
ほ
っ
と
で
き
た
り
、
自
分
で
は
気

付
か
な
か
っ
た
問
題
点
を
見
つ
け
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
あ

る
生
活
か
ら
離
れ
、
休
養
を
と
る
こ
と
も
有

効
で
す
。
一
定
期
間
、
仕
事
か
ら
離
れ
て
心

「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て

身
を
休
め
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
過
ご
す
と
し
だ
い
に
意
欲
が
戻
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
仕
事
な
ど
に
支
障
が

出
る
ほ
ど
つ
ら
い
状
況
が
続
く
よ
う
で
し
た

ら
、
医
療
機
関
の
受
診
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

ス
ト
レ
ス
対
策
の
３
原
則
は
、

①
逃
げ
な
い

②
た
め
な
い

③
隠
さ
な
い

こ
と
で
す
。
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
、
逃
げ
る

の
で
は
な
く
た
め
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
、
た
め
な
け
れ
ば
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
日
の
ス
ト
レ
ス
は
そ
の
日
の

う
ち
に
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

周
囲
に
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
れ

ば
、
心
強
い
だ
け
で
な
く
、
相
談
す
る
こ
と

で
ス
ト
レ
ス
を
隠
さ
ず
に
す
み
ま
す
。

　

人
は
、
人
と
の
関
係
の
中
で
支
え
あ
い
、

支
え
て
も
ら
っ
て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

…
… 

Ｊ
Ａ
厚
生
連 

…
…

冷凍米飯愛食運動推進本部
くまもと売れる米づくり推進本部

と
き
め
き
、
奏
で
る
三
重
奏
。

食
う
ぞ
。
ま
る
ご
と
。

も
り
も
り
と
!!

No.249　みどりの風　2010.9.15（8） 


